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「ひので」がひらく新しい太陽物理学

第22号科学衛星 SOLAR-B／「ひので」【表紙写真　上】は，太陽コロナが示す活発な磁気プラズマ活動を，太

陽表面（光球面）の磁気的活動とあわせて同時に観測することで，光球とコロナを1つのシステムととらえる観

点から，（1）光球からコロナへの磁気的なエネルギーの輸送・蓄積・解放のプロセス，（2）コロナ加熱メカニズ

ムの理解，（3）磁気リコネクションなどプラズマ中で生じる磁気流体的諸現象の素過程の解明，をめざすミッシ

ョンである．この目的のため，可視光磁場望遠鏡（SOT），Ｘ線望遠鏡（XRT），極端紫外光撮像分光装置（EIS），

という3台の望遠鏡装置を搭載し，SOTで光球面の精密なベクトル磁場測定および，光球・彩層のダイナミクス

の観測，XRTで対応するコロナの磁場構造・温度構造の観測，EISでコロナプラズマの温度・密度・速度分布の

詳細観測をそれぞれ行なう．「ひので」は2006年 9月 23日（日本時間）にM-V固体ロケットの最終7号機で内之

浦宇宙空間観測所（USC）より成功裏に打ち上げられ，軌道調整や打ち上げ後の各種試験をへて，同年10月下旬

より順調に観測を開始した．「ひので」の開発は，国内では宇宙科学研究本部と国立天文台，海外では米国NASA，

英国 PPARC（現 STFC）などによる，日米英の緊密な国際協力によって行われた．また運用段階では，ESAがデ

ータ受信支援に参加している．複数の欧文論文誌で，初期の観測結果をまとめた特集号が発行されるなど，順調

に科学成果をあげつつある．

【表紙写真　下左】は，2006年 12月 6日に太陽の東のリム近くで発生し，地球近傍にも影響を与えた大フレア

の SOTによる観測画像．上の画像とは観測している波長が異なり，光球とコロナの間の大気層である彩層のよう

すをとらえている．黒点の横で発生したフレアにより，彩層大気が加熱されて帯状に輝いている．また，フレア

にともなってコロナ中に形成された磁気ループ（図中の左下部に見える，太陽面の上空にある細い筋状の構造）

も，あわせて詳しく見ることができる．

【表紙写真　下中】は，「ひので」可視光磁場望遠鏡（SOT）による，黒点周辺の太陽光球面の画像．黒点の暗

部，それを取り囲む半暗部の筋状の構造，さらに外側の領域を埋め尽くす対流泡（太陽内部の対流運動によって

形成されるセル状の構造）が明瞭に見て取れる．「ひので」は地球の薄明線上を飛ぶ太陽同期極軌道を取り，1年

のうち9ヶ月間，地球による夜に妨げられない全日照下で観測を行なうことができ，このような黒点の形成・崩

壊過程を連続して観測することができる．

【表紙写真　下右】は，「ひので」Ｘ線望遠鏡（XRT）による，太陽コロナ全面像．XRTは「ようこう」衛星

に搭載した軟Ｘ線望遠鏡と比べて，空間分解能が 3倍向上しただけでなく，「ようこう」で観測感度のなかった

100万～200万度の比較的低温のコロナも観測することができ，黒点上空の活動領域のみならず，静穏領域で起き

るコロナ活動現象をも詳しくとらえることができるようになった．画像では，太陽中央部左右の活動領域コロナ

を構成する磁気ループの構造，静穏領域全体をおおう低温コロナとその中に分布する「Ｘ線輝点」（XRTではルー

プ構造として分解された），Ｘ線が弱いため暗い穴のように見えるコロナホール（太陽の北極域と東の縁近くに見

える），さらに活動領域ループが太陽面上の広い範囲に伸び出しているようす，などが鮮明にとらえられている．

赤外線天文衛星「あかり」がとらえた星の誕生【裏表紙写真】

裏表紙の画像は，赤外線天文衛星「あかり」が観測した，星が生まれる現場の赤外線画像である．星が生まれ

る濃い星間ガス雲には塵（固体微粒子）が含まれており，新しく生まれた星の光で暖められて強い赤外線を放射

する．

左の画像は，こぎつね座にある反射星雲 IC4954，及び IC4955付近を，波長9マイクロメートルと18マイクロ

メートルで観測したものである．中央に直径100光年に及ぶ空洞が見える．これは大きな質量の星が誕生し，星

風や強い紫外線によって周囲のガスや塵を吹き払って出来た．その空洞の左端のひときわ明るい部分が反射星雲

として知られている．図の左下に挿入した画像はこの領域の詳細観測による画像である．赤外線で見ると，ここ

では掃き集められたガスから，さらに2世代にわたって星が誕生していることがわかる．私たちの銀河系ではこ

のような星形成の連鎖が続いている．

右の画像は，大マゼラン星雲を60，90，及び140マイクロメートルで観測したものである．大マゼラン星雲は，

太陽から約16万光年，宇宙ではすぐ隣りにある小さな銀河で，私たちの銀河系の周りを回っている．赤外線の画

像は，この銀河の全域で爆発的な星形成が起きていることを示している．このような激しい星形成は，私たちの

銀河系との重力相互作用の結果と考えられている．銀河同士の重力相互作用，極端な場合は銀河同士の衝突は，

銀河が星を作る過程，すなわち銀河進化に重要な役割を果たしていると考えられており，「あかり」は宇宙の初期

に遡って，このような星形成の歴史を探ろうとしている．

表紙　写真説明


